
五
年
「 

山
の
学
習 

」（
令
和
三
年
十
一
月
四
日
（
木
） 

 
 

 
 

テ
ー
マ
「
挑
戦
し
、
深
め
よ
う
八
十
九
人
の
絆
」 

岡
崎
市
少
年
自
然
の
家 

本
校
五
年
生
が
、
岡
崎
少
年
自
然
の
家
に
於
い
て
「
山
の
学
習
」 

を
実
施
し
た
。 

天
候
に
恵
ま
れ
、
充
実
し
た
活
動
に
な
っ
た
。
飯
盒
炊
飯
、
ア
ス 

レ
チ
ッ
ク
、落
ち
葉
ス
キ
ー
、そ
し
て
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー･･････

。 
五
年
生
の
取
り
組
み
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
し
っ
か
り
と
話
を
聞
く 

時
、「
班
」
で
協
力
し
て
動
く
時
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
ス
タ
ン
ツ 

を
心
の
底
か
ら
楽
し
む
時
な
ど
、
メ
リ
ハ
リ
を
も
っ
て
取
り
組
む
こ 

と
が
で
き
た
。。 

実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
。
テ
ー
マ
を
子
供
た
ち
が
決
め
た
こ
と
。
そ
の
テ
ー
マ

に
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
振
り
返
り
、
そ
こ
に
向
か
っ
て
い
る
か
確
認
で
き
た
こ
と
。
何
よ
り

子
供
た
ち
自
身
の
企
画
・
運
営
を
メ
イ
ン
に
し
た
「
山
の
学
習
」
だ
っ
た
こ
と
。
素
敵
な
「
山

の
学
習
」
で
あ
っ
た
。 

そ
し
て
、
い
ち
ば
ん
う
れ
し
か
っ
た
の
は
、
山
の
学
習
か
ら
帰
っ
て
き
て
か
ら
、
担
任
の

先
生
を
中
心
に
「
○
○
さ
ん
が
、
こ
ん
な
場
面
で
こ
ん
な
指
示
が
出
せ
て
い
た
」
と
か
「
〇

〇
君
は
、
山
の
学
習
を
通
し
て
こ
ん
な
ふ
う
に
変
わ
っ
た
」
と
い
う
よ
う
に
、
子
供
の
成
長

を
共
に
確
認
し
、
そ
の
成
長
を
喜
び
合
え
た
こ
と
で
あ
る
。 

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
の
終
わ
り
に
は
、
火
の
神
か
ら
、「
挑
戦
の
火
」「
絆
の
火
」「
感
謝

の
火
」
が
授
け
ら
れ
た
。
今
も
子
供
た
ち
の
心
の
中
で
あ
か
あ
か
と
燃
え
盛
り
、
永
遠
に
消

え
去
る
こ
と
の
な
い
も
の
な
っ
て
い
る
と
信
じ
て
疑
わ
な
い
。 

  

六
年
「 

修
学
旅
行
」（
令
和
三
年
十
一
月
十
八
日
（
木
）・
十
九
日
（
金
） 

 
 

 

テ
ー
マ
「『P

rou
d
 

of

』
～
絆
を
深
め
る
旅
に
し
よ
う
～
」 

京
都
・
奈
良
方
面 

 

六
年
生
は
修
学
旅
行
の
目
的
地
を
、
京
都
・
奈
良
方
面
と
し
た
。
そ
し
て
、
法
隆
寺
、
奈

良
公
園
・
東
大
寺
、
金
閣
寺
、
二
条
城
、
太
秦
映
画
村
の
ほ
か
に
、
今
年
度
は
「
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
さ
れ
た
紅
葉
の
中
の
清
水
寺
」「
北
野
天
満
宮
に
て
学
問
成
就
の
ご
祈
祷
」
を
日
程
に
組

み
入
れ
た
。 

 

一
日
目
。
午
後
五
時
過
ぎ
に
、
清
水
寺
へ
向
か
う
坂
を
上
る
。
坂
の
頂
上
に
あ
る
清
水
寺

に
着
い
た
こ
ろ
は
、
も
う
辺
り
は
暗
く
、
足
元
も
お
ぼ
つ
か
な
い
。
五
時
三
〇
分
、
一
斉
に

点
灯
。
五
重
塔
を
は
じ
め
清
水
寺
全
体
が
、
ラ
イ
ト
で
浮
か
び
上
が
る
。
紅
葉
の
中
の
清
水

は
、
実
に
荘
厳
で
美
し
い
。 

 

二
日
目
。
朝
一
番
で
、
北
野
天
満
宮
を
訪
れ
る
。
初
め
て
訪
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
北

野
」
と
い
う
名
称
に
親
し
み
を
覚
え
、
懐
か
し
い
感
じ
が
す
る
。
神
殿
の
奥
に
通
さ
れ
、
神

主
さ
ん
に
学
問
成
就
の
ご
祈
祷
を
し
て
い
た
だ
く
。
神
妙
な
顔
つ
き
の
子
供
た
ち
。 

  

六
年
生
諸
君
。
修
学
旅
行
は
、
君
た
ち
の
心
に
ち
ゃ
ん
と 

刻
ま
れ
た
だ
ろ
う
か
。
歴
史
の
重
み
も
、
秋
の
紅
葉
と
い
う 

自
然
も
、
君
た
ち
の
心
に
は
、
ち
ゃ
ん
と
刻
ま
れ
た
は
ず
だ
。 

 

だ
が
、
六
年
生
諸
君
。
修
学
旅
行
は
、
ど
こ
に
行
っ
た
か 

も
大
切
だ
が
、
誰
と
行
っ
っ
た
か
が
最
も
大
切
だ
。
法
隆
寺 

の
五
重
塔
を
見
上
げ
た
時
も
、
奈
良
の
大
仏
の
大
き
さ
に
圧 

倒
さ
れ
た
時
も
、
き
ら
び
や
か
な
金
閣
寺
に
う
っ
と
り
し
た 

時
も
、
バ
ス
の
中
も
、
ふ
と
ん
の
中
も
、
隣
に
は
誰
が
い
た
？ 

そ
こ
に
は
「
友
」
が
い
た
は
ず
だ
。「
友
」
を
、
そ
し
て
、
こ
の
修
学
旅
行
で
よ
り
強
く
結

ば
れ
た
「
友
と
の
絆
」
を
、
し
っ
か
り
と
君
た
ち
の
心
に
刻
ん
で
お
き
た
ま
え
。 

    

五
年
生
も
六
年
生
も
、
テ
ー
マ
の
中
に
「
絆
」
と
い
う
文
字
を
入
れ
た
。「
友
と
の
絆
」
は
、

君
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
生
活
の
原
動
力
で
あ
る
。
私
に
は
、
山
の
学
習
や
修
学
旅
行
に
お
い

て
、
よ
り
強
固
に
な
っ
た
、
君
た
ち
の
「
絆
」
が
は
っ
き
り
と
、
見
え
る
。 

あ
こ
が
れ
の
高
学
年
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
・
家
庭
生
活
に
お
い
て
、
ど
う
考

え
、
ど
う
判
断
し
、
ど
う
実
行
に
う
つ
す
か
。 

そ
の
歩
み
は
力
強
い
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
二
〇
二
一
・
一
二
・
六
） 

 
 

 
 

ど
こ
に
行
っ
た
か
も
大
切
だ
が
、
最
も
大
切
な
の
は
誰
と
行
っ
た
か
だ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北
野
小 

丹
羽 

郁
人 


